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二重層膜にセラミドを添加することで引き起こされる Ceramide(Cer)-rich 領域と Cer-poor 領
域の相分離現象が調べられてきた。Cer-rich 領域は脂質ラフトと同様流動相と共存するが、
Lo 相よりも硬いゲル相状態にあると考えられている。Cer-rich 領域における脂質組成につい




(C14-ceramide)の 2 成分系脂質膜で起こる相分離現象を、Cer-rich 領域の詳細な脂質組成に着
目して解析した。実験では、示差走査熱量測定(DSC)、分光光度計による濁度測定、凍結割
断電子顕微鏡観察を行った。DPPC に C16-ceramide を添加すると、鎖融解転移(主転移)に伴
う吸熱ピークの高温側にブロードな肩が現れ、Cer-poor 相と Cer-rich 相に相分離しているこ
とが示唆された。転移開始温度がセラミド濃度に依存せず一定であることや Cer-poor 領域
と考えられる膜表面に現れるリップル構造の周期が Pure DPPC 膜のものとほぼ同じであっ
たことから、Cer-poor 領域に含まれるセラミドは極微量であることが示唆された。そこで
Cer-poor 領域を Pure DPPC 領域と仮定して、その主転移エンタルピーのセラミド濃度依存性
を解析した結果、Cer-rich 領域には、約 15 mol％のセラミドが含まれることが推測された。





加に伴って、Cer-rich 領域内のセラミド濃度が、15 mol％から 30 mol％に変わる可能性、(2)




うに、本研究により DPPC/セラミド 2 成分系は従来考えられていたよりも複雑な相挙動を
示すことが明らかとなった。 
 
 
